
 
 

                            

      

Ｊ
Ｒ
東
海
は
三
月
二
七
日
梶
ヶ
谷
非
常
口
か
ら
、

ま
た
三
一
日
か
ら
は
東
百
合
ヶ
丘
非
常
口
か
ら
大
深

度
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
掘
進
を
始
め
ま
し
た
。 

調
査
掘
進
は
梶
ヶ
谷
で
は
非
常
口
か
ら
Ｊ
Ｒ
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
敷
地
内
を
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
百

合
ヶ
丘
で
は
工
事
ヤ
ー
ド
内
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ン
で
西
方
向
に
掘
削
す
る
も
の
で
す
。 

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会
は
Ｊ
Ｒ
東
海
神
奈
川
東
工

事
事
務
所
で
調
査
掘
進
を
行
わ
な
い
よ
う
申
し
入
れ
、

強
行
す
る
場
合
は
事
前
の
発
表
を
求
め
て
い
ま
し
た

が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
無
視
し
、
危
険
な
掘
削
を
始
め
ま

し
た
。 

 
 

 

           

東
京
外
環
道
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
原
因
で
道

路
が
陥
没
し
お
よ
そ
四
〇
戸
が
転
居
を
迫
ら
れ
、
東

京
地
裁
か
ら
も
事
故
周
辺
を
含
む
区
間
の
工
事
の
中

止
の
命
令
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
非
常
口

周
辺
の
住
民
か
ら
は
同
じ
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
掘
削
工
事
を
や
め
る
よ
う
求

め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

ほ
ぼ
同
時
に
東
京
の
リ
ニ
ア
北
品
川
工
区
で
も
一

年
以
上
止
ま
っ
て
い
た
調
査
掘
進
を
再
開
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
・
神
奈
川
連
絡
会
は
四

月
四
日
付
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
・
金
子
慎
社
長
と
神
奈
川

東
工
事
事
務
所
宛
に
川
崎
市
内
の
調
査
掘
進
の
中
止

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
調
査
掘
進
の
開
始
が
伝
え
ら
れ
た
町
田
市

の
小
野
路
非
常
口
か
ら
の
調
査
掘
進
は
、
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン
の
不
具
合
が
見
つ
か
り
四
月
以
降
に
延
期
さ

れ
ま
し
た
。
調
査
掘
進
は
安
全
・
安
心
を
確
か
め
た

め
で
は
な
く
、
工
事
を
急
ぎ
た
い
た
め
の
も
の
で
す
。 

 
 

          

こ
こ
が
問
題
！
リ
ニ
ア
新
幹
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
１
０
２
号 

２
０
２
３
年
４
月
１
２
日 

 

Ｊ
Ｒ
東
海
が
調
査
掘
進
を
強
行 

三
月
二
七
日
梶
ヶ
谷
非
常
口
、 

三
月
三
一
日
東
百
合
ヶ
丘
非
常
口 

抗
議
と
中
止
の
申
し
入
れ
を
行
う 

 

  

 

 

 

北品川工区での調査掘進。直径１４メー

トルのシールドマシンで掘り進めたが、

５０メートルで停止。再開は６月まで。 

リニア非常口。地下 

８０メートルから掘削 

梶ヶ谷非常口 

東百合ヶ丘非常口 

東百合ヶ丘（上）、梶ヶ谷非常口（下）の

見取り図と調査掘進の方向（    ） 

発
行 

 

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る 

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会 



ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
中
間
判
決
控
訴
審 

三
月
二
八
日
控
訴
審
第
三
回
口
頭
弁
論 

              

東
京
高
裁
で
午
後
三
時
か
ら
開
か
れ
た
こ
の
日
の

弁
論
で
は
、
原
告
側
の
口
頭
弁
論
は
な
く
、
原
告
名

の
確
定
な
ど
の
作
業
が
進
行
協
議
の
形
で
行
わ
れ
、

そ
の
あ
と
最
終
弁
論
な
ど
を
行
う
第
四
回
の
口
頭
弁

論
で
結
審
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

花
冷
え
の
陽
気
な
が
ら
、
沿
線
各
地
か
ら
原
告
ら

五
十
人
が
午
後
２
時
過
ぎ
東
京
地
裁
前
の
集
会
に
集

ま
り
ま
し
た
。
初
め
に
挨
拶
し
た
川
村
晃
生
原
告
団

長
は
「
多
く
の
原
告
が
適
格
を
取
り
消
さ
れ
、
沿
線

中
心
の
原
告
以
外
は
裁
判
に
関
与
で
き
な
い
と
い
う

不
当
な
中
間
判
決
を
受
け
て
私
た
ち
は
東
京
高
裁
に

提
訴
し
た
。
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
の
原
審
も

こ
の
控
訴
審
も
リ
ニ
ア
問
題
を
社
会
に
広
め
る
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
闘
い
続
け
ま
す
」
と
、
強
い
決
意
を

改
め
て
表
明
し
ま
し
た
。 

裁
判
の
後
、
午
後
四
時
か
ら
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
で
報
告
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
六
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

報
告
集
会
で
弁
護
団
共
同
代
表
の
関
島
保
雄
弁
護

士
は
、「
工
事
残
土
の
搬
送
ル
ー
ト
に
原
告
の
住
所
を

買
い
入
れ
て
、
被
害
状
況
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

に
適
格
を
認
め
な
い
の
は
お
か
し
い
と
裁
判
で
主
張

し
て
い
る
。
相
模
原
の
原
告
は
相
模
湖
の
水
を
利
用

し
て
い
る
の
で
、
リ
ニ
ア
工
事
と
関
係
が
あ
る
水
質

汚
染
に
関
係
し
て
お
り
、
全
員
の
原
告
適
格
を
認
め

る
よ
う
私
た
ち
は
主
張
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

リ
ニ
ア
問
題
を
社
会
に
広
め
る
運
動
を 

 

関
島
弁
護
士
は
原
告
団
に
対
し
、「
Ｊ
Ｒ
東
海
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
て
リ
ニ
ア
が
立
ち
往
生
し
て
い
る

状
況
で
、
負
の
遺
産
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
中
止

す
る
よ
り
も
、
今
少
し
し
か
掘
っ
て
い
な
い
段
階
で

中
止
す
る
こ
と
を
世
間
に
広
め
る
活
動
を
強
め
て
く

だ
さ
い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。 

 

勝
利
判
決
求
め
て
五
月
二
九
日
に 

リ
ニ
ア
シ
ン
ポ
を
開
催
予
定 

 

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
の
原
審
は
、
二
月
三

日
に
最
終
弁
論
が
終
了
し
、
七
月
一
八
日
に
東
京
地

裁
で
判
決
が
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
勝
利
判
決
求
め
る
大
規
模
な
リ
ニ
ア
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
五
月
二
九
日
に
国
会
の
議
員
会
館

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
石
橋
克
彦
さ
ん

の
記
念
講
演
と
国
会
議
員
と
の
議
論
を
予
定
。 

第
十
二
回
原
発
ゼ
ロ
か
わ
さ
き
集
会
に
参
加
。

市
民
ら
八
百
人
参
加 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
間
現
地
集
会
が
出
来
な
か
っ
た

原
発
ゼ
ロ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
イ
ン
・
か
わ
さ
き
が
三

月
十
二
日
中
原
区
の
平
和
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

午
前
十
時
半
か
ら
二
十
の
市
民
団
体
が
脱
原
発
、
温

暖
化
対
策
を
求
め
る
展
示
を
行
い
、
久
し
ぶ
り
の
飲

食
ブ
ー
ス
も
つ
く
ら
れ
、
多
く
の
市
民
が
集
ま
り
ま

し
た
。
午
後
の
集
会
に
は
慶
応
大
学
名
誉
教
授
の
金

子
勝
さ
ん
が
登
壇
し
、
原
発
再
稼
働
や
汚
染
水
の
海

洋
放
棄
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
政
府
の
業
界
を
強

く
批
判
し
ま
し
た
。 

 

毎
回
手
展
示
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
東
京
・
か
な

ぐ
ぁ
連
絡
会
は
今
年
も
、
川
崎
市
内
で
の
調
査
掘
進

反
対
を
含
む
リ
ニ
ア
工
事
の
現
状
を
写
真
等
を
使
っ

て
展
示
し
ま
し
た
。 

          

 

 

 

 

3 月 28 日、東京地裁・高裁前の集会。大阪、

愛知、山梨、神奈川から 50 人が参加 



Ｊ
Ｒ
東
海
社
長
、
神
奈
川
東
工
事
事
務
所
宛
て

の
調
査
掘
進
中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ
書 

 

四
月
四
日
付
の
申
し
入
れ
書
は
以
下
の
通
り
で
す
。

申
し
入
れ
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る
会
、
同
中
原
・

高
津
の
会
、
同
宮
前
の
会
、
同
麻
生
の
会
の
連
名
と

し
ま
し
た
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

リ
ニ
ア
新
幹
線
梶
ヶ
谷
、
新
百
合
ヶ
丘
工
区
の 

調
査
掘
進
の
中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ
書 

 

私
た
ち
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
本
年
三
月
二
七
日
か
ら
リ

ニ
ア
新
幹
線
梶
ヶ
谷
工
区
に
お
い
て
、
ま
た
三
月
三

一
日
か
ら
東
百
合
ヶ
丘
工
区
に
て
調
査
掘
進
を
開
始

し
た
こ
と
を
新
聞
報
道
で
知
り
ま
し
た
。 

沿
線
住
民
の
疑
問
や
不
安
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま

の
、
一
方
的
な
調
査
掘
進
工
事
の
強
行
に
強
く
抗
議

し
、
工
事
の
中
止
を
求
め
ま
す
。 

 

大
信
の
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
掘
進
は
二
〇
二
一
年
十

月
に
北
品
川
工
区
、
坂
下
西
工
区
で
は
じ
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
昨
年
八
月
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
北
品
川
工
区
で

目
標
の
三
百
メ
ー
ト
ル
の
六
分
の
一
を
掘
っ
た
と
こ

ろ
で
、「
シ
ー
ル
ド
機
前
面
の
添
加
注
入
口
が
詰
ま
っ

た
た
め
中
止
し
た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
年

間
に
わ
た
っ
て
シ
ー
ル
ド
機
の
掘
削
が
停
止
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
同

時
に
、
坂
下
西
非
常
口
で
は
わ
ず
か
四
〇
セ
ン
チ
掘

っ
た
と
こ
ろ
で
、「
シ
ー
ル
ド
機
の
カ
ッ
タ
ー
ビ
ッ
ト

が
破
損
し
、
掘
削
作
業
が
停
止
し
た
」
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

川
崎
で
は
今
年
一
月
、
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
・

安
心
の
説
明
会
が
中
原
区
、
高
津
区
、
宮
前
区
そ
れ

に
麻
生
区
で
計
五
回
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
Ｊ

Ｒ
東
海
か
ら
、
梶
ヶ
谷
非
常
口
、
東
百
合
ヶ
丘
非
常

口
か
ら
三
月
中
に
も
Ｊ
Ｒ
東
海
敷
地
内
で
の
調
査
掘

進
を
始
め
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
説
明

会
の
会
場
か
ら
は
、
二
〇
二
〇
年
十
月
の
「
東
京
外

環
道
陥
没
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
い
な
い
」
、
「
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
が
不
足
し
て
お
り
、
住
宅
の
下
を
掘

る
の
は
危
険
だ
」
、
「
急
い
で
掘
進
し
、
東
京
外
環
道

の
よ
う
な
事
故
が
起
き
た
ら
ど
う
対
応
す
る
の
か
」

と
い
う
参
加
者
の
率
直
な
疑
問
と
反
対
の
意
見
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
北
品
川
工
区
で
も
シ
ー
ル
ド
機
の

改
良
が
終
わ
り
、
延
長
七
メ
ー
ト
ル
の
調
査
掘
進
を

再
開
す
る
と
住
民
に
通
知
し
ま
し
た
が
、
地
元
大
田

区
の
ル
ー
ト
周
辺
の
住
民
を
中
心
に
、
再
開
反
対
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
大
深
度
工
事
に
関
す

る
説
明
会
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
「
大
深
度
地
下
ル
ー
ト

に
は
特
殊
地
盤
は
な
い
」
と
断
言
し
て
き
ま
し
た
が
、

数
少
な
い
独
自
の
地
質
地
盤
調
査
と
過
去
の
文
献
資

料
の
分
析
を
元
に
し
た
結
論
で
あ
る
と
し
か
思
え
ま

せ
ん
。
実
際
、
東
京
外
環
道
の
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
も
事
故
前
に
「
特
殊
地
盤
」
は
存
在
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
掘
り
に
く
い
と
こ
ろ
を
「
特
殊
地
盤
」

に
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
東
京
外
環
道

事
故
の
原
因
報
告
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
マ
シ
ー
ン
を
改
良
し
た
か
ら
安

心
だ
」、「
施
工
管
理
を
徹
底
す
る
か
ら
安
全
だ
」、「
専

門
家
の
確
認
を
受
け
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

説
明
で
は
私
た
ち
は
信
頼
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に

も
初
歩
的
な
ミ
ス
や
不
具
合
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。 

 

住
民
が
納
得
し
て
い
な
い
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
の
調

査
掘
進
の
中
止
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

 

             

 

 

上は、リニア首都圏大

深度トンネル断面図。 

下は、東京外環道道路

陥没事故後、住民の転

居 後 に 解 体 準 備 を

NEXCO 東日本が着手

作業 

（撮影：外環ネット） 



田
園
調
布
の
原
告
が
工
事
の
失
敗
、
事
故
の 

連
続
な
ど
の
理
由
で
裁
判
長
に
工
事
差
し

止
め
の
判
決
を
要
請 

～
リ
ニ
ア
工
事
差
し
止
め
訴
訟
第
七
回
口
頭
弁
論 

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
の
真
上
や
周

辺
に
居
住
す
る
東
京
・
大
田
区
田
園
調
布
の
住
民
ら

二
四
人
が
提
訴
し
て
い
る
リ
ニ
ア
工
事
差
し
止
め
訴

訟
の
第
七
回
口
頭
弁
論
が
四
月
十
一
日
午
前
、
東
京

地
裁
一
〇
三
号
法
廷
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
、
田
園
調
布
に
住
む
男
性
原
告
が
意
見

陳
述
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
人
は
自
費
に
よ
り
自
宅

敷
地
内
で
深
さ
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
、
帯
水
層
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。 

 

陳
述
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

「
私
が
本
日
述
べ
る
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
リ
ニ
ア
事

業
に
適
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

不
適
格
の
理
由
の
第
一
は
、
工
事
の
失
敗
と
事
故

の
連
続
で
す
。
首
都
圏
で
は
北
品
川
工
区
の
大
深
度

試
掘
工
事
に
失
敗
し
、
愛
知
県
春
日
井
市
の
坂
下
西

工
区
で
も
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
試
掘
工
事
で
も
同
様
の

失
敗
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
深
度
で
は
な
い

が
、
岐
阜
県
中
津
川
市
瀬
戸
ト
ン
ネ
ル
で
二
〇
二
一

年
十
月
に
崩
落
事
故
を
起
こ
し
作
業
員
二
名
が
死
傷

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
安
全
対
策
を
無
視
し
た

事
故
が
そ
の
後
も
相
次
い
で
い
ま
す
。 

 

問
題
は
、
短
期
間
に
事
故
を
繰
り
返
し
な
が
ら
安

全
対
策
が
取
れ
な
い
、
危
機
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
こ
と
で
す
。 

不
適
格
の
理
由
の
第
二
は
、
地
盤
地
質
調
査
の
不

足
で
す
。
品
川
か
ら
多
摩
川
ま
で
八
・
二
キ
ロ
の
大

深
度
ル
ー
ト
で
行
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
二
十
七

本
で
、
路
線
直
上
で
の
調
査
は
十
二
か
所
で
あ
り
、

そ
の
内
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
敷
地
内
一
・
二
キ
ロ
で
六
か

所
あ
り
、
残
り
七
キ
ロ
の
住
宅
地
下
の
ル
ー
ト
上
の

直
情
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
六
本
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
東
海
は
事
故
の
回
避
に
つ
な
が
る
十

分
な
地
盤
調
査
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

不
適
格
な
理
由
の
第
三
は
、
住
民
へ
の
説
明
不
足

若
し
く
は
説
明
拒
否
の
体
質
で
す
。
説
明
会
の
周
知

を
適
切
に
行
わ
な
い
ば
か
り
か
、
一
方
的
な
説
明
会

を
繰
り
返
す
だ
け
で
す
。
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
も
リ

ニ
ア
新
幹
線
の
Ｐ
Ｒ
に
重
き
を
置
き
、
住
民
の
不
安

に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
い
Ｊ
Ｒ
東
海
の
体
質
を
見

せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
直
径
十
四
メ
ー

ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
を
住
宅
地
の
下
を
掘
る
前
に
、
住

民
に
対
し
安
全
の
根
拠
を
示
す
べ
き
で
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
憲
法
に
約
束
さ
れ
た
住
民
の
権
利
を

侵
す
大
深
度
法
を
盾
に
住
民
を
実
験
台
に
し
て
工
事

を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
は
、
こ
の
事

業
の
不
適
格
な
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
本
件
工
事
を
差
し

止
め
る
判
決
を
出
す
よ
う
切
に
お
願
い
し
ま
す
」 

。 原
告
は
意
見
陳
述
の
資
料
と
し
て
、
山
添
拓
参
議

院
議
員
の
リ
ニ
ア
大
深
度
地
下
ボ
ー
リ
ン
グ
実
施
個

所
の
質
問
に
対
す
る
昨
年
一
月
七
日
付
の
岸
田
文
雄

首
相
の
答
弁
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

答
弁
書
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
支
持
基
盤
の
特

定
に
関
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
件
数
は
以
下
の
通
り

で
す
。 

 

場所・区域 総本数 直下 80ｍ 

東京品川区 １９件 ０件 ０件 

東京大田区 ２３件 １件 ０件 

東京町田市 ５１件 ２件 ０件 

川崎中原区 ２１件 １件 １件 

川崎高津区 ６件  ０件 ０件 

こ
こ
が
問
題
！
リ
ニ
ア
新
幹
線 

 

Ｎ
Ｏ
・１
０
１
号 

発
行 

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る
東
京
・神
奈
川
連
絡
会 

 

天
野
捷
一
（中
原
・高
津
） 

０
９
０
・３
９
１
０
・８
１
７
３ 

山
本
太
三
雄
（宮
前
）  

 

０
９
０
・８
７
７
５
・１
８
７
９ 

矢
沢
美
也
（麻
生
・多
摩
） 

０
９
０
・６
１
０
８
・６
５
６
８ 

 

 

調査不足の大深度トンネル工事は危険だ！ 


